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今
期
の
教
化
委
員
会
で
は
、
テ
ー
マ
「
家
庭
祭
祀
と
神
宮
・
氏
神
信
仰
の
教

化
」、
サ
ブ
テ
ー
マ
「
神
社
の
未
来
を
み
す
え
て
」
と
題
し
ま
し
て
教
化
事
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

神
社
本
庁
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
よ
り
「
一
千
万
家
庭
神
宮
大
麻
奉
斎
運
動
」

「
神
宮
大
麻
頒
布
都
市
並
び
に
団
地
対
策
」「
指
定
県
制
度
」「
モ
デ
ル
支
部

制
度
」
な
ど
の
諸
施
策
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、
平

成
二
十
六
年
か
ら
は
三
ヵ
年
を
一
期
と
し
て
「
三
ヵ
年
継
続
神
宮
大
麻
都
市
頒
布

向
上
計
画
」
を
策
定
、
二
期
六
年
と
な
る
頒
布
施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
二
十
二
年
度
以
降
、
減
退
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
過
疎
化
や
人

口
減
少
の
要
因
も
重
な
り
、
頒
布
活
動
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
す

ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
か
ら
は
「
三
ヵ
年
継
続
神
宮
大
麻
都
市
頒
布
向
上
計
画
」（
令

和
二
年
度
～
令
和
四
年
度
）も
第
三
期
へ
と
突
入
し
て
い
ま
す
。
そ
の
最
終
年

度
で
あ
る
令
和
四
年
は
、
明
治
五
年
に
神
宮
が
直
接
神
宮
大
麻
を
奉
製
し
、

全
国
に
頒
布
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
百
五
十
年
の
節
目
の
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
強
力
な
頒
布
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

神
宮
大
麻
は
、
伊
勢
の
御
師
が
奉
製
・
配
札
し
て
い
た
御
祓
大
麻
が
起
源
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
四
年
に
御
師
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
明
治
五
年
か
ら
は

神
宮
司
庁
が
直
接
奉
製
し
た
神
宮
大
麻
が
、
全
国
の
家
庭
に
頒
布
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
神
宮
大
麻
の
全
国
頒
布
は
、
明
治
天
皇
の
思
召
し
に

よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
後
、
神
宮
教
院
等
の
頒
布
を
担
う
組
織
の
変
遷
を
経
て
、

昭
和
二
年
に
神
職
に
よ
る
頒
布
が
開
始
さ
れ
、
戦
後
は
神
社
本
庁
が
神
宮
司

表 1　都道府県別人口・世帯数に対する神宮大麻の頒布率表（平成 27年・令和元年）

順
位 都道府県 人　口 世帯数 神宮大麻

頒布数 頒布率 令和元年
人口 世帯数 神宮大麻

頒布数 頒布率 神宮大麻頒布数順位
（令和元年）

全　国 127,094,745 53,448,685 8,652,112 16.19 127,443,563 58,527,117 8,460,934 14.46 都道府県 頒布数量

1 東京都 13,515,271 6,701,122 373,890 5.58 13,740,732 7,198,348 390,809 5.43 1 北海道 471,542

2 神奈川県 9,126,214 3,979,278 258,415 6.49 9,189,521 4,328,814 267,730 6.18 2 愛知県 431,731

3 大阪府 8,839,469 3,923,887 129,940 3.31 8,848,998 4,300,161 134,587 3.13 3 東京都 390,809

4 愛知県 7,483,128 3,063,833 452,780 14.78 7,565,309 3,300,066 431,731 13.08 4 新潟県 356,794

5 埼玉県 7,266,534 2,971,659 292,410 9.84 7,377,288 3,165,135 290,181 9.17 5 静岡県 311,709

6 千葉県 6,222,666 2,609,132 273,066 10.47 6,311,190 2,890,519 266,530 9.22 6 埼玉県 290,181

7 北海道 5,381,733 2,444,810 497,014 ○ 20.33 5,304,413 2,781,336 471,542 16.95 7 福岡県 277,792

8 兵庫県 5,534,800 2,315,200 202,165 8.73 5,570,618 2,540,807 201,793 7.94 8 神奈川県 267,730

9 福岡県 5,101,556 2,201,037 280,650 12.75 5,131,305 2,304,892 277,792 12.05 9 岐阜県 266,983

10 静岡県 3,700,305 1,429,600 335,526 ○ 23.47 3,726,537 1,585,787 311,709 19.66 10 千葉県 266,530

13 茨城県 2,916,976 1,124,349 207,920 18.49 2,936,184 1,246,807 202,362 16.23 11 福島県 239,280

15 新潟県 2,304,264 848,150 367,125 ◎ 43.29 2,259,309 899,853 356,794 ● 39.65 12 長野県 231,636

19 栃木県 1,974,255 763,097 159,945 ○ 20.96 1,976,121 833,629 157,864 18.94 13 宮城県 223,352

39 富山県 1,066,328 391,171 211,431 ◉ 54.05 1,063,293 422,090 208,741 ◎ 49.45 14 熊本県 215,666

40 秋田県 1,023,119 388,560 130,305 ● 33.54 1,000,223 425,775 123,396 ○ 28.98 15 富山県 208,741

41 山梨県 834,930 330,976 116,429 ● 35.18 832,769 360,354 111,807 ● 31.03 16 茨城県 202,362

44 佐賀県 832,832 302,109 91,249 ● 30.20 828,781 333,689 90,782 ○ 27.21 17 兵庫県 201,793

45 福井県 786,740 279,687 94,739 ● 33.87 786,503 295,136 95,628 ● 32.40 18 三重県 190,295

46 島根県 694,352 265,008 120,161 ◎ 45.34 686,126 291,591 114,918 ● 39.41 19 群馬県 179,275

47 鳥取県 573,441 216,894 61,083 ○ 28.16 566,052 236,957 60,126 ○ 25.37 20 石川県 171,681

○ 20％以上　　● 30% 以上　　◎ 40％以上　　◉ 50％以上
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庁
よ
り
委
託
を
受
け
、
全
国
の
神
社
を
通
じ
て
頒
布
し
て
い
る
も
の
で
す
。

我
々
神
職
は
神
宮
大
麻
全
国
頒
布
の
歴
史
と
意
義
を
再
認
識
し
て
、
我
々
の
責

務
で
あ
る
神
宮
大
麻
頒
布
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

以
上
の
内
容
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
神
宮
大
麻
増
頒
布
活
動
に
神
社
界
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

神
宮
大
麻
増
頒
布
「
Ｏ
ｎ
ｅ 

ポ
イ
ン
ト
ｕ
ｐ
」
運
動
の
展
開

　

今
期
の
教
化
委
員
会
で
は
、
埼
玉
県
神
社
庁
の
活
動
テ
ー
マ
と
神
社
本
庁
の

活
動
計
画
を
加
味
し
て
、
新
た
な
活
動
施
策
を
策
定
す
る
こ
と
が
急
務
と
考

え
ま
す
。

　

先
ず
、
全
国
か
ら
見
た
埼
玉
県
の
役
割
を
分
析
す
る
為
に
、
都
道
府
県
別

人
口
・
世
帯
数
に
対
す
る
神
宮
大
麻
頒
布
数
の
貢
献
度
を
分
析
、
人
口
変
動

を
加
味
し
て
平
成
二
十
七
年
と
令
和
元
年
を
対
比
い
た
し
ま
し
た〔
表
１
〕。

埼
玉
県
は
、
人
口
世
帯
数
と
も
全
国
第
五
位
の
七
百
三
十
七
万
人
、

三
百
十
六
万
世
帯
で
あ
り
、
神
宮
大
麻
頒
布
数
の
順
位
に
つ
い
て
は
全
国
第
六

位
の
約
二
十
九
万
体
で
あ
り
ま
す
。

　

総
務
省
統
計
局
の
人
口
増
減
予
想
に
よ
り
ま
す
と
、
東
京
都
・
沖
縄
・
埼

玉
・
神
奈
川
・
愛
知
・
千
葉
・
福
岡〔
図
１
・
表
２
〕の
七
都
県
の
み
が
人
口
増

加
し
、
そ
の
他
地
域
は
人
口
減
少
す
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
は
数
少
な
い
人
口
増
加
地
域
に
入
っ
て
い
る
為
、
神
宮
大
麻
の
頒
布
に

つ
い
て
も
、
増
体
さ
せ
る
良
い
機
会
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
こ
の

こ
と
は
、
神
宮
を
本
宗
と
仰
ぐ
神
道
人
の
使
命
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
考

え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
埼
玉
県
内
の
市
町
村
別
人
口
世
帯
別
デ
ー
タ（
平
成
二
十
七
年
と
令

和
二
年
の
対
比
）か
ら
各
支
部
の
状
況
分
析
を
行
い
ま
し
た〔
表
３
〕。
県
南
地

区
は
人
口
世
帯
数
と
も
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
県
北
に
つ
い
て
は
、

図１　都道府県別人口の増減要因（自然増減率及び社会増減率）
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人
口
が
微
減
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
世
帯
数
に
つ
い
て
は
殆
ど
の
地
区
が
増

加
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
一
世
帯
当
た
り
の
同
居
人
数
が
減
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
単
身
世
帯
の
増
加
や
核
家
族
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

次
に
、
支
部
ご
と
に
神
宮
大
麻
の
頒
布
率
が
見
え
る
よ
う
に
数
値
化
し
て
み

ま
し
た〔
表
５
〕。
埼
玉
県
に
お
け
る
神
宮
大
麻
の
頒
布
率
八・七
八
％
で
あ
り

ま
す
。
人
口
移
動
の
多
い
県
南
地
区
は
、
五・二
四
％
～
七・八
七
％
と
低
く
、

比
較
的
人
口
移
動
の
少
な
い
県
北
地
区
一
〇
％
～
六
〇・五
％
と
高
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
県
南
地
区
に
つ
い
て
は
、
単
身
者
・
移
住
者
に
対
す
る
頒
布
活
動

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
県
北
地
域
に
つ
い
て
は
、
現
状
維
持
に
注
力
し
な
が
ら
一
体

一
体
増
体
す
る
よ
う
に
地
道
な
活
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

我
々
神
職
は
、
神
宮
大
麻
を
一
家
族
一
体
受
け
る
様
に
頒
布
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
社
会
の
構
造
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
十
人
十
色
、
十
人
百
色
と
も
い
わ
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、
各
個
人

そ
れ
ぞ
れ
の
住
環
境
に
合
っ
た
お
祀
り
の
仕
方
で
御
神
札
を
お
祀
り
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
提
案
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
神
宮
大
麻
頒
布
動
向（
表
４
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
図
）を
予

想
致
し
ま
す
と
、
目
標
設
定
を
行
わ
な
い
場
合
は
、
自
然
減
体
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
神
宮
大
麻
頒
布
目
標
設
定
を
行
う
べ
き
と
考
え
ま
す
。
数
値
目

標
が
明
確
と
な
り
新
た
な
戦
略
戦
術
が
見
え
て
く
る
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
、
神
宮
大
麻
増
頒
布
運
動
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、
気
持
ち
を
一つ
に

す
る
標
語
と
し
て
「
Ｏｎｅ 

ポ
イ
ン
トｕｐ
」
運
動
と
致
し
ま
し
た
。
「
Ｏｎｅ 

ポ
イ
ン
トｕｐ
」
運
動
は
、
頒
布
目
標
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
神
職
ひ
と
り
一
体

の
増
体
を
目
指
し
、
一
神
社
一％
の
ア
ッ
プ
を
目
指
す
運
動
で
す
。
大
き
な
数
値

目
標
で
は
な
く
、
日
々
の
小
さ
な
努
力
が
実
を
結
ぶ
運
動
で
す
。
既
存
の
頒
布

先
を
減
ら
す
こ
と
な
く
、
新
た
な
神
社
フ
ァ
ン
を
作
り
神
宮
大
麻
を
祀
っ
て
頂

く
も
の
で
す
。

　

神
社
本
庁
の
「『
伊
勢
神
宮
』
に
関
す
る
意
識
調
査
」
報
告
書
第
二
回（
平

成
二
十
八
年
）の
中
で
、
七
〇
％
の
人
が
「
神
宮
大
麻
の
存
在
を
知
ら
な
い
」

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
宮
大
麻
の
頒
布
向
上
に
向
け
て
ま
だ
ま
だ
広
報
・

啓
発
活
動
の
余
地
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。
ま
ず
、
神
宮
大
麻
の
存
在
を
よ
り

多
く
の
方
々
に
知
っ
て
頂
き
、
認
知
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
神
職
・
頒

布
奉
仕
者
の
日
々
の
努
力
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

神
宮
大
麻
頒
布
活
動
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト（
現
行
の
課
題
）を
克
服
し
な
が

ら
頒
布
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

①�

神
宮
大
麻
減
退（
平
成
二
十
一
年
か
ら
減
体
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い

な
い
）

　

②�

目
標
設
定
が
出
来
て
い
た
の
か（
神
宮
大
麻
増
体
に
向
け
て
の
目
標
設
定

が
無
い
）

　

③�

御
神
札
に
対
す
る
認
識
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る

　

④�

頒
布
対
象
者
が
不
明
確

　

⑤�

神
宮
大
麻
啓
発
資
材
が
う
ま
く
活
用
さ
れ
て
い
な
い

　

⑥�

コ
ロ
ナ
禍
の
問
題（
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
頒
布
活
動
の
難
し
さ
。
逆
に
コ
ロ
ナ

禍
だ
か
ら
御
神
札
・
神
棚
が
必
要
）

　

上
記
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
活
動
を
教
化
委
員
会
で
は
、
計
画
・
実
行
・

確
認
・
改
善
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
中
長
期
計
画
の
策
定
に
よ
り
、
中
期（
三
年
～
五
年
）三
％
ア
ッ

プ
を
目
指
し
、
長
期（
約
十
年
）で
全
国
人
口
順
位
と
全
国
神
宮
大
麻
頒
布
順

位
共
に
五
位
を
目
指
し
ま
す
。

　

結
び
に
「
Ｏｎｅ 

ポ
イ
ン
トｕｐ
」
運
動
の
標
語
の
も
と
、「
神
社
の
未
来
を

み
す
え
て
」
神
宮
大
麻
増
頒
布
と
神
社
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
皆
様
と
共
に
邁
進
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
何
卒
趣
旨
ご
理
解
頂
き
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
教
化
委
員
会
委
員
長
）



（令和３年７月 ３１ 日）5（　）　№ 237 埼 玉 県 神 社 庁 報
表２　都道府県別人口増減率� （単位　％）

　注）人 口 増 減 率 （％） ＝
人口増減（前年 10月〜当年９月）

× 100
前年 10月１日現在人口

人 口 増 減 ＝ 自然増減＋社会増減

人口
増減率
順位

都道府県
人口増減率

2018年2017年
− 全 国 −0.21 −0.18
1 東 京 都 0.72 0.73
2 沖 縄 県 0.31 0.26
3 埼 玉 県 0.28 0.28
4 神奈川県 0.20 0.15
5 愛 知 県 0.16 0.24
6 千 葉 県 0.14 0.16
7 福 岡 県 0.01 0.04
8 滋 賀 県 −0.01 −0.02
9 大 阪 府 −0.12 −0.10
10 京 都 府 −0.32 −0.24
11 宮 城 県 −0.33 −0.29
12 兵 庫 県 −0.34 −0.31
13 石 川 県 −0.35 −0.30
14 群 馬 県 −0.39 −0.38
15 広 島 県 −0.41 −0.30

人口
増減率
順位

都道府県
人口増減率

2018年2017年
16 静 岡 県 −0.44 −0.33
17 三 重 県 −0.46 −0.48
18 岡 山 県 −0.47 −0.39
19 熊 本 県 −0.48 −0.50
20 茨 城 県 −0.52 −0.43
20 富 山 県 −0.52 −0.50
22 佐 賀 県 −0.55 −0.55
23 栃 木 県 −0.56 −0.46
23 香 川 県 −0.56 −0.48
25 岐 阜 県 −0.58 −0.67
26 福 井 県 −0.59 −0.49
27 長 野 県 −0.60 −0.59
28 奈 良 県 −0.63 −0.65
29 北 海 道 −0.65 −0.59
30 鹿児島県 −0.70 −0.71
31 山 梨 県 −0.71 −0.77

人口
増減率
順位

都道府県
人口増減率

2018年2017年
31 島 根 県 −0.71 −0.73
33 宮 崎 県 −0.74 −0.67
34 大 分 県 −0.75 −0.65
35 鳥 取 県 −0.84 −0.78
36 山 口 県 −0.90 −0.82
36 愛 媛 県 −0.90 −0.79
38 新 潟 県 −0.92 −0.85
39 福 島 県 −0.99 −0.97
39 徳 島 県 −0.99 −0.91
39 長 崎 県 −0.99 −0.93
42 山 形 県 −1.04 −1.03
43 高 知 県 −1.06 −1.01
44 和歌山県 −1.08 −0.96
45 岩 手 県 −1.12 −1.04
46 青 森 県 −1.22 −1.16
47 秋 田 県 −1.47 −1.40

表４　神宮大麻頒布動向シミュレーション図
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表 5　市区町村別神宮大麻頒布率表
（令和 2年 6月現在）

表3　市町村別人口世帯データ（令和2年・平成27年の増減表）
埼玉県推計人口　令和2年6月1日現在 平成27年国勢調査より

市区町村 人口総数 世帯数 1世帯当たり
の同居人数 市区町村 人口総数 世帯数 1世帯当たり

の同居人数 人口増減 世帯増減 人口増加率 世帯増加率

総  計    7,346,910 3,194,574 2.30 埼玉県総計 7,261,271 2,968,978 2.45 85,639 225,596 101.18 107.60
市  計    6,857,678 2,996,918 2.29 
郡  計    489,232 197,656 2.48 
北足立支部 2,781,321 1,250,917 2.22 北足立支部 2,684,129 1,145,843 2.34 97,192 105,074 103.62 109.17
入間東支部 795,231 351,631 2.26 入間東支部 790,337 329,935 2.40 4,894 21,696 100.62 106.58
入間西支部 809,555 354,035 2.29 入間西支部 812,421 334,013 2.43 −2,866 20,022 99.65 105.99
比企支部 223,312 92,725 2.41 比企支部 228,287 87,392 2.61 −4,975 5,333 97.82 106.10
秩父支部 94,745 37,704 2.51 秩父支部 101,624 37,807 2.69 −6,879 −103 93.23 99.73
大里児玉支部 499,990 204,849 2.44 大里児玉支部 509,848 194,078 2.63 −9,858 10,771 98.07 105.55
さきたま支部 927,712 385,801 2.40 さきたま支部 938,521 363,761 2.58 −10,809 22,040 98.85 106.06
埼玉東支部 1,215,044 516,912 2.35 埼玉東支部 1,196,104 476,149 2.51 18,940 40,763 101.58 108.56

※この数値は各市町村別データを支部別に集計したものです。

支部名 世帯数 大麻領布数 配荷率%
埼玉東支部 516,912 38,405 7.43
さきたま支部 385,801 36,742 9.52
大里児玉支部 204,849 44,040 21.50
秩父支部 37,704 22,812 60.50
比企支部 92,725 18,286 19.72
入間西支部 354,035 27,845 7.87
入間東支部 351,631 26,594 7.56
北足立支部 1,250,917 65,602 5.24
総合計 3,194,574 280,326 8.78

ミ
ニ
講
座
「
教
養
研
修
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　

期　
　

日　

第
一
回　

八
月
二
十
日（
金
・
先
勝
）

　
　
　
　
　

第
二
回　

八
月
二
十
七
日（
金
・
友
引
）

　
　
　
　
　

各
回
と
も
十
八
時
三
十
分

　

開
催
方
法　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
研
修

　

内　
　

容　
「
祝
詞
作
文
」 

　
　
　
　
　

�

吉
田
律
子
先
生
に
は
、
神
葬
祭
の
限
ら
れ

た
時
間
に
、
遺
族
に
寄
り
添
っ
た
祝
詞
を
作

文
す
る
技
術
に
つ
い
て
、
長
年
の
経
験
を
基

に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

�

ま
た
、
星
野
先
生
に
は
祝
詞
作
文
の
基
礎

を
学
び
、
意
欲
的
に
擬
古
文
が
作
成
出
来

る
よ
う
解
説
い
た
だ
き
ま
す
。

　

講　
　

師　

�

吉
田
律
子
先
生（
氷
川
女
體
神
社
宮
司
）

第
一
回
の
み

　
　
　
　
　
　

�

星
野
光
樹
先
生（
國
學
院
大
學
准
教
授
）

第
一
・
二
回

　

申
し
込
み　

�

八
月
十
日（
火
・
先
負
）締
切
、
支
部
事

務
局
ま
で

令
和
三
年
度
「
教
化
研
修
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　

期　
　

日　

九
月
九
日（
木
・
仏
滅
）

　

開
催
方
法　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
研
修

　

内　
　

容　
「
神
社
を
取
り
巻
く
近
未
来
を
考
え
る
」

　
　
　
　
　

講
師
に
よ
る
講
演
・
班
別
討
議

　
　
　
　
　

�

神
社
や
神
道
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
様
々
な
分
野

の
専
門
家
の
お
立
場
か
ら
、
数
十
年
先
の
日

本
の
未
来
を
ど
の
よ
う
に
見
て
お
ら
れ
る
の

か
に
つい
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

　

講　
　

師　

中
野
剛
志
先
生

　
　
　
　
　
（
経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策
局 

課
長
）

　
　
　
　
　
　

竹
内
久
美
子
先
生

　
　
　
　
　
（
動
物
行
動
学
研
究
家
）

　

申
し
込
み　

�

八
月
二
十
六
日（
木
・
先
勝
）締
切
、
支

部
事
務
局
ま
で

�

※�

要
項
に
つ
い
て
は
神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
神
職
専
用
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
者
は
支
部
事

務
局
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
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三
月
二
十
六
日
、
神
殿
鎮
座
記
念
祭
を
斎
行
し
た
。
そ

の
後
感
染
対
策
の
為
、
大
宮
「
清
水
園
」
を
会
場
に
定
例

の
埼
玉
県
神
社
庁
協
議
員
会
を
開
催
し
、
令
和
二
年
度
補

正
予
算
と
令
和
三
年
度
予
算
が
承
認
可
決
さ
れ
、
中
山
庁

長
五
期
目
の
三
年
次
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
こ
に
協
議
員
会

の
報
告
を
兼
ね
て
今
年
度
の
庁
務
方
針
に
つ
い
て
概
要
を
報

告
す
る
。

　

先
ず
、
令
和
二
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
当
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
県
内
各
社
の
社
入
が
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
事
を
鑑
み
、
例
年
の
賦
課
額
よ
り
二

割
減
額
し
た
。
ま
た
、
神
宮
大
麻
初
穂
料
の
改
定
に
伴
い
、

歳
入
の
本
庁
第
二
交
付
金
が
増
額
し
た
。
当
県
神
社
庁
で

は
、
本
庁
第
二
交
付
金
の
二
十
二
％
を
神
宮
神
徳
宣
揚
費
と

し
て
交
付
し
て
い
る
が
、
私
共
事
務
局
の
認
識
不
足
に
よ
り
、

年
度
末
の
ギ
リ
ギ
リ
に
追
加
交
付
す
る
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
後
こ
の
様
な
事
が
無
い
様
に
気
を
付
け
て
参
り
た
い
。

　

神
宮
神
徳
宣
揚
費
に
つ
い
て
、
神
宮
大
麻
・
暦
の
「
頒
布

手
数
料
」
と
受
け
止
め
て
い
る
向
き
が
多
い
が
、
そ
う
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
「
交
付
金
」
で
あ
る
神
宮
神
徳
宣
揚
費
の

計
算
根
拠
は
、
前
年
度
の
頒
布
実
績
以
上
に
客
観
的
な
指

標
が
無
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
為
「
頒
布
手
数
料
」
的

な
受
け
止
め
を
さ
れ
る
が
、
神
宮
か
ら
神
社
本
庁
・
神
社

庁
を
通
じ
て
、
予
め
交
付
金
を
戴
き
、
頒
布
活
動
を
す
る

と
い
う
構
図
に
な
る
。
税
制
対
策
の
観
点
か
ら
も
こ
の
点
に

関
す
る
認
識
を
斯
界
全
体
と
し
て
持
つ
必
要
性
が
あ
る
か
と

思
い
、こ
こ
に
記
述
さ
せ
て
戴
い
た
。

　

次
に
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
歳
入
で
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
一

環
と
し
て
、
神
職
負
担
金
・
神
社
負
担
金
・
特
別
神
社
負

担
金
を
前
年
度
と
同
様
に
二
割
減
額
し
た
。
本
庁
第
二
交

付
金
は
神
宮
大
麻
減
体
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り

三
百
四
十
万
円
減
額
し
て
い
る
。
予
算
総
額
と
し
て
は
、

一
億
九
千
三
百
十
七
万
円
と
な
っ
た
。
歳
出
に
お
い
て
は
、

前
年
度
の
予
算
執
行
状
況
を
勘
案
し
、
全
般
的
に
予
算
編

成
を
行
っ
た
。
本
庁
納
付
金
に
つ
い
て
は
、
神
社
本
庁
へ
の

負
担
金
額
が
コ
ロ
ナ
対
策
の一
環
で
、
何
割
減
額
に
な
る
か
決

ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
通
常
の
額
を
計
上
し
た
。
何
れ
に
せ
よ

今
年
度
も
厳
し
い
予
算
状
況
に
変
わ
り
な
く
、
予
算
執
行

に
当
た
っ
て
は
、
今
後
も
諸
経
費
の
削
減
に
努
め
て
参
る
所

存
で
あ
る
。

　

令
和
三
年
度
は
、
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で
の
業
務

運
営
と
な
る
。
会
議
や
研
修
な
ど
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
な
が
ら
行
っ
て
い
く
。
本
年
度
は
初
任
神
職
研
修
も

Ｗ
Ｅ
Ｂ
研
修
と
少
人
数
で
の
祭
式
研
修
を
組
み
合
わ
せ
て
行

う
予
定
で
あ
る
。

　

次
に
斯
界
の
本
宗
と
仰
ぐ
伊
勢
の
神
宮
の
御
事
に
つ
い
て
、

次
回
の
御
遷
宮
を
見
据
え
つ
つ
、
本
宗
奉
賛
の
柱
で
あ
る
神

宮
大
麻
暦
の
増
頒
布
運
動
や
参
宮
促
進
活
動
の
展
開
に
つ
い

て
、
神
社
庁
役
員
会
を
中
心
に
本
宗
奉
賛
委
員
会
や
教
化

委
員
会
と
連
携
し
て
引
き
続
き
施
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

神
宮
大
麻
の
頒
布
数
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
大
幅
な

減
体
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、
教
化

委
員
会
を
中
心
に
「
Ｏｎｅ
ポ
イ
ン
トｕｐ
」
運
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
。
本
運
動
は
、「
神
職
一
人
一
体
、
各
神
社
一
％

ア
ッ
プ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
増
頒
布
す
る
施
策
で
あ
る
。

　

ま
た
「
三
ヵ
年
継
続
神
宮
大
麻
都
市
頒
布
向
上
計
画
」

で
は
、
入
間
東
支
部
と
さ
き
た
ま
支
部
が
指
定
支
部
と
し

て
活
動
し
て
い
る
。
都
市
部
に
お
け
る
頒
布
活
動
の
見
本
と

な
る
様
な
施
策
を
期
待
し
、
今
後
の
県
全
体
の
取
り
組
み
の

参
考
と
し
た
い
。

　

次
に
教
化
活
動
に
つ
い
て
、
各
支
部
を
は
じ
め
教
化
委
員

会
や
研
修
所
講
師
会
な
ど
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
、
各

種
研
修
会
・
神
話
カ
レ
ン
ダ
ー
・
教
化
資
材
な
ど
の
作
成
等
々

さ
ら
な
る
内
容
の
充
実
に
努
め
て
参
り
た
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で

活
動
も
制
限
さ
れ
る
中
で
は
あ
る
が
、コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
の

「
変
わ
ら
な
い
祈
り
の
た
め
に
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
継
続
や
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
神
社
紹
介
企
画
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

テ
レ
ビ
埼
玉
の
協
力
に
よ
る
動
画
制
作（
有
料
）も
あ
り
、
こ

の
機
会
に
県
内
各
神
社
の
特
色
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
の
他
、
次
代
を
担
う
後
継
神
職
の
育
成
の
充
実
を
図

り
、
現
任
神
職
に
対
し
て
は
、
社
会
の
師
表
に
足
り
得
る
人

材
養
成
の
為
の
教
養
研
修
や
ミ
ニ
講
座
な
ど
も
実
施
し
て
い

く
。

　

最
後
に
神
社
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
へ
の
第
一
歩
と
し
て
神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
神
職
専
用

ペ
ー
ジ
」
を
開
設
し
た
。
支
部
へ
通
知
し
た
文
書
や
研
修
の

案
内
な
ど
を
掲
示
し
て
い
る
。

　

神
社
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
受
け
、

よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
神
社
庁
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て

諸
問
題
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。
今
年
度
も
、
各
位
の
尚

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

る
。

参
事　

武　

田　
　

淳

令
和
三
年
度
神
社
庁
々
務
方
針



（令和３年７月 ３１ 日）7（　）　№ 237 埼 玉 県 神 社 庁 報

令
和
四
年
版
「
日
本
の
神
話
」

カ
レ
ン
ダ
ー
協
賛
の
お
願
い

�

大　

澤　

宣　

彦

　

日
本
神
話
を
家
庭
の
中
で
目
に
す
る
機
会
を

提
供
し
、
そ
の
大
切
さ
を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
続
け
て
参
り
ま
し
た
「
日
本

の
神
話
」
カ
レ
ン
ダ
ー
も
、
今
回
で
二
十
二
作
目

と
な
り
ま
し
た
。 

　

前
期
の
「
少
彦
名
」
の
物
語
を
引
き
継
ぎ
、

今
期
三
年
間
の
主
題
と
し
て
取
り
上
げ
て
参
り

ま
し
た
「
大
国
主
」
も
、
令
和
四
年
版
が
最

終
年
と
な
り
ま
す
。

　

本
作
は
、
葦
原
中
国
に
遣
わ
さ
れ
た
高
天
原

の
使
者
の
経
津
主
と
武
甕
槌
が
、
大
国
主
に
国

譲
り
を
迫
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
大
国
主
の

息
子
の
事
代
主
と
建
御
名
方
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応

を
経
て
天
孫
へ
の
国
譲
り
と
出
雲
大
社
の
創
建

ま
で
の
お
話
で
す
。

　

ど
う
ぞ
本
作
品
に
対
し
ま
し
て
も
、
変
わ
ら

ぬ
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
皆
様
の
ご
協

賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

仕
様
Ｂ
３
判
縦

　

表
紙
・
本
文
七
枚
カ
ラ
ー 

　

問
合
せ
は
神
社
庁
ま
で

　

�

（
八
月
九
日
申
込
締
切
） 

�

（
教
化
委
員
会
教
化
広
報
部
班
長
）

　

令
和
三
年
度
祭
式
指
導
者
養
成
研
修
会
が
、
七
月
九
日
、

神
社
庁
に
て
受
講
生
十
一
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
研
修
は
、
受
講
生
が
各
支
部
に
お
い
て
祭
式
研
修
を

行
え
る
よ
う
指
導
方
法
を
研
修
す
る
も
の
で
、
三
年
一
期
の

研
修
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
さ

れ
た
た
め
、
本
年
が
初
年
度
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
作
法
の
指
導
方
法
を
研
修
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
、
人
と
人
と
が
接
触
す
る
「
執
方
・
持
方
・

扱
方
」
の
指
導
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
受
講
生
に
は
、
事

前
に
指
導
す
る
担
当
箇
所
を
知
ら
せ
、
疑
問
点
や
質
問
は
、

研
修
前
に
担
当
す
る
助
教
に
直
接
指
導
を
仰
ぐ
よ
う
に
し

ま
し
た
。

　

開
講
式
終
了
後
、
三
班
に
わ
か
れ
て
指
導
内
容
や
指
導

上
の
留
意
点
な
ど
が
、
担
当
助
教
・
助
教
補
か
ら
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
、
一
班
が
指
導
役
、
他
の
受
講
生
が
生
徒
役
と

な
り
「
姿
勢
・
笏
法
及
び
扇
法
」
の
指
導
研
修
を
行
い
、
午

後
に
は
同
様
の
形
式
で
二
班
が
「
起
居
及
び
進
退
」、
三
班

が
「
敬
礼
及
び
警
蹕
」
の
指
導
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

指
導
側
は
、
一
人
が
講
師
役
、
他
の
班
員
が
助
教
役
と
な

り
、
生
徒
役
の
受
講
生
の
作
法
を
正
し
て
い
き
ま
す
が
、
作

法
は
日
頃
行
な
っ
て
い
る
「
我
流
」
が
身
に
付
い
て
い
る
た
め
、

修
正
し
て
も
戻
り
や
す
く
、
常
に
正
し
い
作
法
を
行
う
よ
う

に
心
掛
け
る
事
が
大
切
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

特
に
笏
法
、
扇
法
は
我
流
に
流
れ
や
す
い
た
め
、
正
し
く

行
わ
な
け
れ
ば
、
他
の
作
法
ま
で
も
が
見
苦
し
い
も
の
に
な

り
ま
す
。
常
に
正
し
い
作
法
を
心
が
け
る
の
も
作
法
の
一つ

で
す
。

　

神
社
祭
式
行
事
作
法
は
、「
神
社
祭
祀
関
係
規
程
」
に

よ
っ
て
細
か
く
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
規
程
文
に
則
り
、

正
し
い
言
葉
で
指
導
す
る
事
が
重
要
で
す
。
氏
子
崇
敬
者

か
ら
す
れ
ば
、
神
職
は
誰
も
が
「
祭
式
の
先
生
」
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
、
常
に
規
程
や
教
本
に
目
を
通
し
、
正
し
い
作

法
で
神
前
に
向
か
う
よ
う
に
す
る
事
が
、
神
徳
の
宣
揚
、
教

化
に
つ
な
が
る
事
と
思
い
ま
す
。

　

受
講
生
の
方
々
に
は
、
講
師
陣
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
熱

心
に
指
導
法
を
学
び
、
自
ら
の
作
法
修
正
に
望
ん
で
頂
き
ま

し
た
。
短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
実
り
あ
る
研
修
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。�

（
埼
玉
県
神
社
庁
祭
式
講
師
）

原　
　

泰　

明

祭
式
指
導
者
養
成
研
修
会
報
告

祭式指導者養成研修会
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庁
務
日
誌
抄

5
・
1	

月
次
祭�

於　

神
社
庁

5
・
3	

日
本
会
議
主
催
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
埼
玉

	
　

高
麗
副
庁
長
・
武
田
参
事
出
席�

於　

埼
玉
会
館

5
・
6	
教
化
委
員
会
正
副
委
員
長
会
・
役
員
会�

於　

神
社
庁
・
Ｗ
Ｅ

Ｂ
会
議

5
・
11	

教
化
広
報
部
会
（
大
澤
班
）�

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

5
・
14	

庁
報
編
集
会
議�

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

	

教
化
広
報
部
会
（
新
渡
戸
班
）�

於　

神
社
庁

5
・
17	

神
社
調
査
資
料
室
調
査
委
員
会�

於　

神
社
庁

5
・
18	

教
化
事
業
部
会
（
嶋
田
班
）�

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

5
・
20	

教
化
委
員
会
委
員
総
会�
於　

神
社
庁
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

5
・
27	

教
化
広
報
部
会
（
新
渡
戸
班
）�

於　

神
社
庁

5
・
28	

神
社
庁
長
会�

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

6
・
1	

月
次
祭�
於　

神
社
庁

6
・
2	

教
化
研
修
部
会
（
大
澤
班
）�
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

6
・
4	

祭
式
指
導
者
研
究
会�

於　

神
社
庁
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

6
・
7	

教
化
広
報
部
会
（
新
渡
戸
班
）�

於　

氷
川
神
社

	

神
社
庁
研
修
所
講
師
会
例
会�

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

6
・
8	

教
化
広
報
部
会
（
大
澤
班
）�

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

6
・
10	

神
政
連
中
央
委
員
会　

高
麗
本
部
長
出
席�

於　

神
社
本
庁

6
・
11	

神
政
連
県
本
部
会
計
監
査
会�

於　

神
社
庁

	

神
政
連
県
本
部
役
員
・
委
員
合
同
会
議

�

於　

神
社
庁
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

6
・
14	

神
社
庁
会
計
監
査
会�

於　

神
社
庁

6
・
15	

第
一
回
第
二
期
過
疎
地
域
神
社
活
性
化
推
進
委
員
会

	

　

高
麗
委
員
長
・
髙
橋
学
芸
員
・
鈴
木
録
事　

出
向

�

於　

秩
父
市
・
琴
平
神
社

	

教
化
事
業
部
会
（
嶋
田
班
）�

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

6
・
18	

正
副
庁
長
会
・
神
社
庁
役
員
会�

於　

神
社
庁
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

	

教
化
研
修
部
会
（
宮
本
班
）�

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

6
・
22	

神
社
庁
事
務
担
当
者
会
議

	

　

武
田
参
事
出
席�

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

6
・
23	

教
化
広
報
部
会
（
新
渡
戸
班
）�

於　

氷
川
神
社

6
・
24	

埼
玉
県
護
国
神
社
役
員
会

	

　

高
麗
副
庁
長
出
席�

於　

埼
玉
県
護
国
神
社

6
・
25	

神
社
庁
協
議
委
員
会
・
神
政
連
代
議
員
会

�

於　

神
社
庁
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

7
・
1	

月
次
祭	

�

於　

神
社
庁

7
・
2	

庁
報
編
集
会
議	

�

於　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

7
・
5	

一
都
七
県
神
社
庁
六
十
三
回
中
堅
神
職
研
修
（
乙
）

	

　

四
名　

受
講	

�

於　

明
治
神
宮

	

教
化
事
業
部
会
（
嶋
田
班
）�

於　

神
社
庁

	

教
化
研
修
部
（
大
澤
班
）�

於　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

7
・
9	

祭
式
指
導
者
養
成
研
修
会

	

　

十
一
名　

受
講	

�

於　

神
社
庁

7
・
14	

教
化
広
報
部
会
（
新
渡
戸
班
）�

於　

氷
川
神
社

7
・
19	

宮
司
任
命
辞
令
交
付
式�

於　

神
社
庁

任
免
辞
令

任5
・
16	

勝
呂　
　

誠　
　

本　

大
宮
住
吉
神
社
禰
宜�

（
入
間
東
）

6
・
1	

伊
藤　

千
廣　
　

兼　

氷
川
神
社
他
二
社
宮
司�

（
さ
き
た
ま
）

6
・
16	

𠮷
村　

光
夫　
　

本　

氷
川
社
宮
司�

（
北
足
立
）

7
・
1	

川
端　

康
稔　
　

本　

上
之
村
神
社
他
四
社
宮
司

�

（
大
里
児
玉
）

7
・
1	

川
端
み
ど
り　
　

本　

上
之
村
神
社
権
禰
宜�

（
大
里
児
玉
）

6
・
25	

引
間　

利
男　
　

本　

白
鬚
神
社
他
四
社
宮
司�

（
秩　

父
）

転
出

6
・
30	
栗
山　
　

葵　
　

本　

鷲
宮
神
社
権
禰
宜�

（
さ
き
た
ま
）

�

千
葉
県
・
麻
賀
多
神
社
へ
転
出

名
誉
宮
司
称
号
授
与

6
・
10	

櫻
井　

守
年　
　
　
　

氷
川
神
社
名
誉
宮
司�

（
さ
き
た
ま
）

免5
・
31	

櫻
井　

守
年　
　

本　

氷
川
神
社
他
二
社
宮
司�

（
さ
き
た
ま
）

6
・
15	

赤
尾　

哲
治　
　

兼　

氷
川
社
宮
司�

（
北
足
立
）

6
・
24	

船
嵜　

鶴
吉　
　

本　

五
所
神
社
他
三
社
宮
司�

（
秩　

父
）

帰
幽

上
之
村
神
社
宮
司	

岩
井　

弘
之�
（
大
里
児
玉
）

�

（
五
月
五
日　

享
年
七
十
七
歳
）

令
和
三
年
度
　
神
社
庁
規
程
表
彰
該
当
者

第
二
条
第
一
号

北
足
立	

七
郷
神
社	

権
禰
宜�

豊
田　

悦
子

　

同	

調
神
社	

権
禰
宜�

鈴
木　

壽
昌

　

同	

川
口
神
社	

宮　

司�

竹
本　

佳
標

入
間
東	

春
日
神
社	

禰　

宜�

石
井　

崇
嗣

秩　

父	

今
宮
神
社	

権
禰
宜�

杉
本　

昌
子

大
里
児
玉	

楡
山
神
社	

禰　

宜�

柳
瀬　

真
美

埼
玉
東	

氷
川
神
社	

権
禰
宜�

恩
田
喜
久
子

第
二
条
第
二
号

北
足
立	

氷
川
神
社	

総
代
長�

熊
木　

秀
夫

比　

企	

箭
弓
稲
荷
神
社	

総　

代�

髙
島　

敏
明

大
里
児
玉	

瀧
宮
神
社	

総
代
会
長�

春
山　

茂
雄

埼
玉
東	

照
富
久
稲
荷
神
社	

責
任
役
員�

荻
野　

勝
利

第
二
条
第
三
号

北
足
立	

調
神
社	

特
別
崇
敬
者�

長
谷
川
良
友

比　

企	

箭
弓
稲
荷
神
社	

雅
楽
師�

島
田　

政
好

秩　

父	

諏
訪
神
社	

諏
訪
神
社
保
存
改
修
委
員
会

埼
玉
東	

久
伊
豆
神
社	

株
式
会
社
カ
ト
ー
企
画
社
長

�

加
藤　

正
雄

令
和
三
年
度
　
総
代
会
恒
例
表
彰
該
当
者

北
足
立	

氷
川
神
社	

総　

代�

小
峯　

政
昭

　

同	

氷
川
八
幡
神
社	

責
任
役
員�

井
口　

末
男

　

同	

宮
戸
神
社	

総
代
長�

高
橋　

良
昌

入
間
東	

榛
名
神
社	

氏
子
会
長�

大
澤　

克
美

　

同	

古
尾
谷
八
幡
神
社	

氏
子
総
代
会
長�

鈴
木　

一
郎

　

同	

菅
原
神
社	

氏
子
会
長�

山
田　

義
則

　

同	

長
宮
氷
川
神
社	

責
任
役
員�

原
田　

晴
男

入
間
西	

氷
川
神
社	

総
代
長�

高
橋　

和
美

　

同	

武
幡
横
手
神
社	

総　

代�

関
口　

敬
雄

比　

企	

萩
日
吉
神
社	

総　

代�

清
水　

孝
一

　

同	

熊
野
神
社	

総
代
会
長�

伊
藤　

國
男

　

同	

稲
荷
神
社	

責
任
役
員�

長
谷
部
好
夫

秩　

父	

寳
登
山
神
社	

氏
子
総
代�

野
口　

健
二

　

同	

神
明
社	

総
代
長�

　

猪
俣　

敏
昭

大
里
児
玉	

宗
像
神
社	

責
任
役
員�

大
澤　

儀
言

　

同	

金
鑚
神
社	

氏
子
総
代�

柴
崎
起
三
雄

埼
玉
東	

久
伊
豆
神
社	

責
任
役
員�

井
橋　

武
治

　

同	

水
神
社	

責
任
役
員�

鈴
木　

憲
一
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埼
玉
県
神
道
青
年
会
の
活

動
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
素

よ
り
埼
玉
県
神
社
庁
関
係
各

位
の
皆
様
方
に
、
物
心
両
面

の
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
っ
て
お
り
ま
す
事
に
対
し
、
紙
面
を
お
借
り
致
し
ま
し

て
、
深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
こ
の
度
、
図
ら
ず
も
第
二
十
七
代
会
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
、
川
口
市
鎮
守
氷
川
神
社
禰
宜
の
鈴
木
智

之
と
申
し
ま
す
。
我
々
神
道
青
年
会
は
、
こ
の
様
な
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
も
、
歩
み
を
止
め
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
わ
ば
、
走

り
幅
跳
び
の
助
走
の
如
く
、
少
し
ず
つ
ゆ
っ
く
り
と
し
た
歩
み

の
中
で
、
ジ
ャ
ン
プ
を
す
る
そ
の
日
の
た
め
に
英
気
を
養
い
な
が

ら
前
に
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

古
く
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
も
の
に
「
不
易
流
行
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
字
面
の
み
で
あ
れ
ば
「
変
わ
り
行

く
も
の
と
変
わ
ら
な
い
も
の
」
と
い
う
意
味
で
す
が
、
一
方
、

変
え
て
は
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
を
ど
こ
ま
で
守
れ
る
か
、
ま
た
、
変

え
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
を
ど
こ
ま
で
変
え
る
こ
と
が
出
来

る
か
と
い
う
深
い
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
昨
日

ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た
事
が
、
今
日
は
困
難
に
な
る
と
い
う
非

日
常
的
な
毎
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
青
年
会
で
は
役
員
会

等
に
ウ
ェブ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
活
用
し
て
い

る
も
の
の
、
対
面
で
し
か
伝
え
ら
れ
な
い
事
の
大
切
さ
に
、
改

め
て
気
づ
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
神
社
は

「
今
」
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
な
ど
、
仲
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

生
か
し
、
若
者
の
目
を
通
し
て
即
座
に
行
動
が
出
来
る
の
は
、

私
達
青
年
神
職
の
特
徴
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
百
年
、
千

年
先
も
今
日
の
よ
う
な
神
社
で
あ
る
為
に
、
い
ち
早
く
見
定
め
、

時
代
に
相
応
し
く
、
ま
た
、
伝
統
を
重
ん
じ
る
事
が
出
来
る

事
業
を
会
員
の
皆
様
と
共
に
創
造
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

現
段
階
で
は
、『
埼
玉
県
の
伊
勢
講
資
料（
仮
称
）
』
を
出

版
す
べ
く
皆
様
方
に
御
奉
賛
を
仰
ぎ
、
今
年
度
中
に
は
上
梓

し
た
も
の
を
皆
様
方
の
お
手
元
に
お
届
け
す
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
私
達
神
職
が
本
宗
と
仰
ぐ
神
宮
と
地
域
の
繋

が
り
を
再
認
識
し
、
神
宮
大
麻
の
意
義
を
改
め
て
考
え
る
資

料
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
近
年
学
校
教
育
で
見
直
さ
れ
て
い
る

郷
土
教
育
を
通
し
て
、
次
世
代
に
神
宮
と
地
域
の
人
々
と
の

繋
が
り
を
伝
え
て
い
く
貴
重
な
資
料
に
な
り
う
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
も
神
社
界
に
山
積
す
る
諸
問
題
に
果
敢
に
取

り
組
み
、
神
道
青
年
会
な
ら
で
は
の
特
徴
を
生
か
し
た
活
動

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
諸

先
輩
方
の
倍
旧
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

神
宮
大
麻
全
国
頒
布
一
五
〇
周
年

『
埼
玉
県
の
伊
勢
講
資
料（
仮
称
）』
出
版

ご
協
賛
の
お
願
い

　
一昨
年
令
和
元
年
よ
り
開
始
い
た
し
ま
し
た
「
埼
玉
県
に
お

け
る
伊
勢
神
宮
参
詣
資
料
の
調
査
」
は
、
皆
様
方
の
ご
理
解

と
会
員
各
位
の
尽
力
、
そ
し
て
『
埼
玉
の
神
社
』
刊
行
の
際

に
収
集
さ
れ
た
緻
密
な
調
査
記
録
に
よ
り
、
県
内
全
域
で
の

調
査
を
完
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
間
に
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
皆
様
方
の
ご
厚
情
と
、
神
社
本
庁
よ
り
学
芸
奨
励

金
を
頂
戴
し
ま
し
た
こ
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

の
度
の
事
業
を
通
し
て
多
く
の
会
員
が
地
元
に
残
る
伊
勢
講

資
料
で
あ
る
石
碑
・
灯
籠
・
鳥
居
な
ど
を
調
査
し
、
地
域
と

神
宮
と
の
繋
が
り
を
再
発
見
す
る
べ
く
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
調
査
し
た
資
料
は
旧
郡
市
八
三
市
町
村
約

八
五
〇
社
で
約
一八
〇
〇
点
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
規
模
・
内
容
と
も
に
充
実
し
た
も
の
で
あ
り
、

神
宮
を
本
宗
と
す
る
神
社
界
に
と
っ
て
も
大
き
な
意
義
を
有

す
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
本
年
は
伊
勢
御
師
制
度
廃
止

か
ら一五
〇
年
を
数
え
、
さ
ら
に
、
来
年
は
神
宮
大
麻
全
国
頒

布
一五
〇
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
度

の
調
査
を
『
埼
玉
県
の
伊
勢
講
資
料（
仮
称
）』
と
し
て
出
版

し
、
後
世
に
残
し
た
く
存
じ
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
本
調

査
の
趣
旨
を
ご
勘
案
賜
り
、
左
記
の
と
お
り
格
段
の
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
何
卒
ご
賢
察
の
上
、
ご

協
力
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

埼
玉
県
神
道
青
年
会　

会
長　

鈴
木
智
之

		


記

　
『
埼
玉
県
の
伊
勢
講
資
料（
仮
称
）』
出
版

　

目
標
予
算　

伍
百
伍
拾
萬
圓
也

　
一、
協
賛
金　
一口　

壱
萬
圓
也

※�

こ
ち
ら
と
同
内
容
の
協
賛
依
頼
状
を
、
本
年
六
月
中
に
県
内
宮
司
の
皆
様
へ
送
付
致

し
ま
し
た
。
ご
協
賛
戴
き
ま
し
た
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

※�

令
和
三
年
八
月
末
日
ま
で
に
ご
協
賛
戴
い
た
方
は
、
完
成
本
に
御
芳
名
を
収
録
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
共
に
謹
呈
申
し
上
げ
る
予
定
で
す
。

　

問
合
せ
先　

総
務
局
長　

馬
場
裕
一

　

電　
　

話　

〇
四
八
―
七
五
六
―
〇
五
〇
三

　
　
　
　
　
（
岩
槻　

久
伊
豆
神
社
内
）�

以
上

鈴　

木　

智　

之

埼
玉
県
神
道
青
年
会
新
会
長
就
任
挨
拶
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三
月
二
十
四
日
、
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
の
「
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
小
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
神
道
政
治
連
盟 

（
打
田
文
博

会
長
） 

主
催
に
よ
る
『
公
開
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉｎ
さ
い
た
ま
』

「
日
本
の
未
来
を
守
り
た
い
～
い
ま
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

が
約
二
百
三
十
人
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、こ
れ
ま
で
福
岡
、
大
阪
、
愛
知
、
石
川

の
各
府
県
で
お
こ
な
わ
れ
、
五
回
目
と
し
て
埼
玉
県
で
の
開

催
と
な
っ
た
。
当
初
、
令
和
二
年
三
月
三
日
に
同
会
場
に
お

い
て
開
催
す
る
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
た
が
、
新
型
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
急
遽
、
延
期
と
し
て
い
た
も
の
で

あ
る
。

　

今
回
は
、
感
染
予
防
対
策
と
し
て
、
受
付
の
際
に
、
検

温
と
手
指
消
毒
の
励
行
を
お
願
い
し
、
定
員
は
半
数
に
抑
え

た
。
当
日
は
、
事
前
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
の
ほ
と
ん
ど
が

来
場
し
、ほ
ぼ
満
席
と
な
っ
た
。

　

第
一
部
は
基
調
講
演
と
し
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
井
上
和

彦
氏
の
講
演
が
あ
り
、
井
上
氏
は
、
北
朝
鮮
や
中
国
の
軍

事
的
脅
威
に
つ
い
て
、
戦
後
日
本
の
対
中
姿
勢
を
批
判
し
た
。

　

実
際
の
対
応
に
あ
た
る
海
上
保
安
庁
に
お
い
て
は
、
海
上

保
安
法
で
中
国
公
船
に
対
し
て
武
器
使
用
が
で
き
な
い
こ
と

や
、
中
国
海
軍
は
海
上
警
備
に
あ
た
る
中
国
海
警
局
に
軍

艦
を
移
管
し
、
装
備
を
増
強
し
て
い
る
点
な
ど
を
挙
げ
ら
れ

た
。
こ
れ
ら
へ
の
対
抗
措
置
と
し
て
は
、
海
上
保
安
庁
と
海

上
自
衛
隊
と
が
人
員
や
装
備
の
面
で
協
力
す
る
「
海
自
・

海
保
連
合
艦
隊
構
想
」
の
必
要
性
を
主
張
し
た
。

　

併
せ
て
、
変
化
す
る
世
界
の
安
全
保
障
環
境
に
つ
い
て
、

国
際
社
会
の一
員
と
し
て
日
本
の
国
防
を
根
本
的
に
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調
し
、
参
加
者
に
は
正
し
く
知
っ
て
、

正
し
く
恐
れ
、
正
し
く
備
え
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。

　

第
二
部
の
「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
は
、「
我
が
国

の
安
全
と
憲
法
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

田
北
真
樹
子
産
経
新
聞
東
京
本
社
月
刊
『
正
論
』
編
集
長

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
基
調
講
演

を
行
っ
た
井
上
氏
と
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
な
ど
で
活
躍
す
る
半
井

小
絵
氏
が
登
壇
し
た
。

　

三
氏
は
、
韓
国
・
北
朝
鮮
に
と
っ
て
は
、
日
本
が
仮
想
敵

国
で
あ
る
こ
と
や
拉
致
被
害
者
問
題
に
つ
い
て
、
更
に
は
、

現
行
憲
法
の
不
備
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
憲
法
改
正
に
向
け
て
で
き
る
三
つ
の
こ
と
と
し
て

「
メ
デ
ィ
ア
に
騙
さ
れ
な
い
」「
家
族
・
友
人
知
人
と
共
有
す

る
」「
改
憲
を
身
近
な
政
治
家
に
訴
え
る
」
の
三
点
を
参
加

者
に
呼
び
か
け
ら
れ
、フ
ォ
ー
ラ
ム
を
終
了
し
た
。

�

（
神
社
庁
学
芸
員
）

髙　

橋　

寛　

司

神
道
政
治
連
盟
主
催
「
公
開
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉｎ
さ
い
た
ま
」
報
告

基調講演

パネルディスカッション

田北真樹子氏

井上和彦氏・半井小絵氏
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第３回コロナ禍における神社実態調査の集計結果

⃝�関係者大会も中止となり、良かったです
⃝�国に補助金が出るように要請
⃝�補助金を給付
⃝�コロナとは関係なく申し訳ないが、正月のしめ飾りや門松等ホームセンターに引き取らせる様促して戴き
たい
⃝�大きな神社（他人を採用する等）ではなく、１人の場合では関係なし。分散参拝する程、人は参拝に
こない
⃝�一家に宮司が３人居ますので送状（アンケート）は１通で良いのでは
⃝�山奥の神社なので変化はありません（氏子30戸位）
⃝�コロナ禍により、祭礼祭祀の略式略儀中で、生活を神社に置いていない兼業神職、高齢の氏子と
「略式の祭りは楽である」「神社のことは配札だけで」「伝統芸能も無理してやらなくてもいいんじゃあ
ないか、色々大変だし」という空気は支部にただよっている。神社庁としては遷宮を前に「一神札一
事業」の選定、指導、コロナ禍だからこそ明確な目標を作る必要があると思います
⃝�教養研修について、現在コロナウイルス対策のためオンライン研修を行っていますが、今後は人員を
減少してでも会場開催をお願いします

⃝�ひところ昔の埼玉県神社庁教化委員会は「アンケート好き」で、特に教職員の経験が長い教化委
員長になると、これを好み行ったことを記憶しています。その多くが、アンケートの数字等を明らかにす
るにとどまり、そこから得られた情報を元に、講ずるに相応しい対策を提起する機会は稀でありました。
俗にいう「手段が結果」でした
⃝�今次のアンケートは二度目となりますので、得られた情報を解析し、その結果今後各神社が講ずるに
相応しいであろう対策を「埼玉県神社庁報」等へ掲載し、提言して下されば有り難い物です

⃝�各神社により環境が異なります。神社庁は経費を使い「神主さんと神社へ行こう！」の逆パターンでは
ありませんが、直接現場へ訪問したらどうでしょう。ご社入が減って居るのは現実です。このアンケー
トは負担金等の金額にフィードバックされているのですか？ 各現状を把握して、どうなされるのでしょう
か？ 教えて下さい

⃝�Ｗｅｂ会議は全体会としてはなじまないと感じる（分科会でも構成者によっては不）
⃝�消毒液の確保に苦労があったので、購入出来る会社等の情報があれば助かります。兼務神社への
参拝者対応のマニュアルを今期参考にして夏に具体的指導があれば良いと思います。年末年始の
古神符類の焚き上げ状況（各社）、その灰処理方法及び対応業者等の情報もあると参考になります

⃝�神職＋責任役員＋αの総代への神道教化、神道の根本、教義の確認を実践神学
⃝�神社収入減対策に神宮大麻の頒布金額を今の1000円からもっと引き上げて欲しい。例えば、1200
円～1300円くらいに。また、御朱印代を現在の300円くらいでなく、500円くらいにするように統一し
て広く申し合わせをする
⃝�埼玉県神社庁は他県に比べ積極的に情報発信していると思う。これからも積極的に地域文化を含め
神社情報を多数の人向けに発信してほしい

� 以　上
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埼 玉 県 神 社 庁 報 №237　（　）  （令和３年７月 ３１ 日）

第３回コロナ禍における神社実態調査の集計結果

⃝�コロナウイルス対策についての社前掲示用のポスター等がありましたら、支部経由にて配布をお願いし
ます
⃝�前回のアンケートの数字は未だ会計処理の進まないなかでの「肌感覚」で、数字もかなり強めに回
答をしていた。各項との数字に幅がありすぎるが、後半の数字に近い物が多い

⃝�不要。オンラインＨＰにてお知らせしています。直接手渡しの資材は無用と思います。教化資材を利
用し、社頭が繁栄する一助となれば幸ですが、神社の取り組み・行動が重要であり、費用対効果を
考慮の上行って頂きたい。教化費の無駄にならぬようお願いしたい

⃝� 「祭典斎行、総代数人プラス神職」の状態が一年以上続いているので、何らかの提示・指針があ
ればと思う（各社の事情があり、一律にはいかないとしても）
⃝�いつもご配慮を頂きありがとうございます。氏子総代中心の神社ですので、例年通り粛 と々お祭りを
行っております。個人の諸祭もほとんど変わりません

⃝�分散参拝が良かった。 12～３月分散された。令和２年度の当初予算を30％減としていたが、分散
参拝により12月から正月祈祷が増加、三が日は６０％減の参拝で非常に驚いたが、４日以降増加に転
じ、１割減で決算をすることができた
⃝�変化の割合が１０％未満なのだが回答する項目がない
⃝�コロナ終息中（in g）と終息（end）時への教化チラシポスター
⃝�一年以上の月日が流れ、神社、日本国は変わってしまったのではないでしょうか。伝統というのは、
一旦失われれば完治できないのではないでしょうか

⃝�祭典も中止されてしまっている神社もあります。なかなか我々神職の気持ち、意見、祭典（祭り）を
斎行する意義も伝わっていない氏子さんが多いように思われます。インパクトの強いポスターやチラシ、
何か良い方法は？コロナ禍以前の伝え方が悪かった、未熟だったといろいろ反省ばかりです

⃝�ガイドラインでは感染防止対策について、大変きめ細かい内容で、コロナウイルスの生存期間や消毒
等大変勉強になりました
⃝�この資料は小規模神社には詳しすぎるようですが、我々の日常生活や今後の流行するウイルス病の感
染防止対策に大変有益なものです
⃝�区で協力出資して、駅前ビジョン（映像と文字）で「変わらない祈りのために」を放映。その他、当
社鳥居に横断幕を掛け、コロナ対策等の掲示を行った。以上ポスター以外のアイテムを併用すると効
果があるように思われる

８、その他神社庁に要望する事があればその内容をご記入下さい。

⃝�令和２年度総収入（３月締め）は約20％減収しましたが、令和２年度年間行事は縮小して行い、経
費を抑えたところ、繰越金は昨年度とほぼ変わりませんでした。令和３年度もしも大減収がありました
ら、どうか御指導宜しくお願い申し上げます
⃝�県内神職にコロナによる給付金を考えて欲しい
⃝�会議等はＺｏｏｍで、ＦＡＸはメールでお願いできるとありがたいです
⃝�小規模神社の中には総代の選任が困難な神社が少なくない。円滑な総代選任の良い例を教えて下
さい
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第３回コロナ禍における神社実態調査の集計結果

６、２・３月の社入は例年の同時期に比べ変化しましたか？	

a、増加した……………………5
b、10～30％減少…………… 39
c、30～50％減少…………… 10
d、50～80％減少………………7
e、80％以上減少………………5
f、変化なし………………… 36
g、無回答………………………3

６－１、１～３月の社入は例年のお正月期間（節分まで）に比べ変化しましたか？	

a、増加した……………………3
b、10～30％減少…………… 46
c、30～50％減少…………… 11
d、50～80％減少………………9
e、80％以上減少………………3
f、変化なし………………… 31
g、無回答………………………2

７、�新型コロナウイルス対策である「変わらない祈りのために」キャンペーンについて、
何かご意見がございましたらその内容をご記入下さい。また、現在必要としている情
報や資材（ポスターやチラシなど）もありましたらご記入下さい。

⃝�正月用ではなく、通年用のポスターもほしい
⃝�どうしたら神社参拝が多くなるか考えています。昔から１人でも多くと思って取り組んでいます。参考に
なる情報があれば知りたい
⃝�正月の対応を早く示して頂けたので助かりました。おかげで兼務社の総代さんへも正月の対応を示せ
た
⃝�神社側からの情報発信は、平常時異常時ともに必要である。分散参拝を具体的に呼び掛けること
ができた

⃝�Ａ２版のピンクのポスターはよく出来ていてカラーコピーして増やして掲示した。チラシは大麻数分頂け
ると、氏子全員に配布できて良いです
⃝�ゆきむらのポスターや掲示物を利用した
⃝�今しばらく同キャンペーンを続けるべきと思います。夏から秋にかけて宮司さんによっては（地域差もあ
ると思いますが）神賑いの復活に向けて動きたい方もいるのではないでしょうか。適切な対応を考える
必要があるように思います
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埼 玉 県 神 社 庁 報 №237　（　）  （令和３年７月 ３１ 日）

第３回コロナ禍における神社実態調査の集計結果

３、２・３月の出張祭典（外祭）は例年の同時期に比べ如何ですか？	

a、増加した……………………4
b、10～30％減少…………… 31
c、30～50％減少…………… 10
d、50～80％減少………………5
e、80％以上減少………………9
f、変化なし………………… 44
g、無回答………………………2

３－１、１～３月の出張祭典数は例年のお正月（節分まで）と比べ如何ですか？	

a、増加した……………………3
b、10～30％減少…………… 29
c、30～50％減少………………9
d、50～80％減少………………5
e、80％以上減少………………9
f、変化なし………………… 48
g、無回答………………………2

４、２・３月の助勤神職・巫女の依頼人数に変化はありますか？	

a、増員した……………………4
b、減員した………………… 23
c、影響なし………………… 75
d、無回答………………………3

５、２・３月で他社に助勤に呼ばれる回数に変化はありましたか？	

a、増加した……………………0
b、減少した………………… 19
c、影響なし………………… 85
d、無回答………………………1
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１、２・３月の参拝者数は例年の同時期に比べ如何ですか？	

a、増加した……………………7
b、10～30％減少…………… 26
c、30～50％減少…………… 14
d、50～80％減少………………9
e、80％以上減少………………2
f、変化なし………………… 46
g、無回答………………………1

１－１、１～３月の参拝者数は例年のお正月（節分まで）に比べ如何ですか？	

a、増加した……………………2
b、10～30％減少…………… 40
c、30～50％減少…………… 13
d、50～80％減少………………6
e、80％以上減少………………7
f、変化なし………………… 36
g、無回答………………………1

２、２・３月の祈願数は例年の同時期に比べ如何ですか？	

a、増加した……………………5
b、10～30％減少…………… 28
c、30～50％減少…………… 10
d、50～80％減少………………5
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f、変化なし………………… 49
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g、無回答………………………1
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第３回コロナ禍における神社実態調査の集計結果
令和３年５月実施

埼玉県神社庁

　管内の宮司261人を対象に令和３年１月〜３月の実態調査をお願いした所、104人の方からご回答を

戴きました。再三に亘るアンケート依頼にも関わらず、多くの方よりご回答戴きました事に感謝申し上げま

す。

　令和３年７月現在においても、新型コロナウイルスの感染に終息の兆しは見えず、感染力の強いデルタ

株が猛威を振るい、第５波が襲来しています。東京都には４回目となる緊急事態宣言が発出され、埼玉

県内には「まん延防止等重点措置」が引き続き適用されております。

　当庁を始めとする三十の都府県神社庁は、新型コロナウイルスの感染対策として「変わらない祈りのた

めに」キャンペーンを実施して参りました。ガイドラインの作成やチラシ・ポスターの作成、政府や地方自

治体への渉外活動、マスコミ対応など「七五三」や「初詣」など神社に安心してお参りして戴く為に活動

を行って参りました。　

　さて、今回の３回目となる実態調査ですが、「分散参拝」などの検証を目的に実施致しました。結果を

見ますと、参拝者数や祈願者数は２回目の調査結果とほとんど差がありませんでした。これらから考察す

るに、氏子崇敬者は、密集を避けることが叫ばれていた当時の社会情勢の中で、混雑する日を避け、昨

年末や、３ヶ日以外の例年であれば比較的空いた日に参拝している様子が伺えます。一方で、初詣を２月・

３月まで先延ばしする人は比較的少なく、多くの人は節分までに済ませている事がわかりました。コロナ禍

が長引き、神職の皆様には祭祀祭礼の継承にご心労の絶えない日々が続いていることと存じます。神社

庁では今後も執行部を中心に、役員会、教化委員会などでも話合いを重ね、県内各社の祭祀継承に心

を砕いて参ります。

対象：宮司職（本務・兼務）
支  部 依頼数 回答数 回答率（％）
北足立 ４０ １６ ４０
入間東 ２４ １１ ４６
入間西 ３４ ２１ ６２
比　企 １９ １１ ５８
秩　父 ３１ ９ ２９

大里児玉 ５１ １６ ３１
さきたま ３３ １１ ３３
埼玉東 ２９ ９ ３１
不  明 １
合  計 ２６１ 105 ４０
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